










 

研究目的 

 人間の行動発達にとって,出生直後よりの母親を中心とした外界との相互作用が重要な

意味を持つことが次第に明らかと成りつつある。しかし,行動の発達は出生時より開始する

訳ではなく,新生児期には既にそのような外界との相互作用を持ち,生命維持を可能とする

だけの行動能力を備えている。したがって行動の発達をより深く理解するためには胎児期

に溯って研究する必要がある。過去 2年間にわたり,妊娠 9週より 40 週までの妊婦 83 例に

関しリアルタイム超音波断層装置を用いて胎児の行動を観察し,その発達過程について検

討し,胎動の種類とその出現時期,運動時間の妊娠週数による変化,運動パターン特に運動

の部位及び速度の妊娠週数による変化,胎児姿勢の妊娠月数による変化等につき,いくつか

の知見を得た。 

 本年度は,妊娠前半期を中心とした 40 症例を加え,合計 123 例につき新らたに検討した。 


